
推
進
委
員
会
で
は
「
中

国
５
県
の
人
口
減
少
は
今

後
も
続
く
こ
と
か
ら
、
労

金
の
収
益
性
に
も
大
き
く

影
響
、
経
営
効
率
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
」
「
物
価

上
昇
に
よ
る
物
件
費
の
増

加
に
よ
る
収
益
力
の
低
下
」

「
採
用
競
争
の
激
化
に
よ

る
要
員
の
維
持
・
確
保
が

困
難
に
」
な
ど
、
中
国
労

金
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情

勢
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
「
収
益

改
善
を
図
り
、
現
状
の
店

舗
体
制
を
維
持
す
る
」
た

め
、
「
店
舗
間
連
携
や
業

務
の
効
率
化
を
図
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

２
７
年
度
か
ら
本
格
化

す
る
運
用
方
法
と
し
て
、

ブ
ロ
ッ
ク
店
長
を
中
心
と

す
る
一
体
運
用
と
し
て
、

「
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の
計

画
・
実
績
を
一
体
で
管
理

す
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
厳
し
さ

を
増
す
金
融
業
界
の
中
で
、

労
働
金
庫
防
衛
の
た
め
に

奮
闘
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
労
働
金
庫
の

当
面
す
る
課
題
と
し
て
強

く
訴
え
ら
れ
て
い
た
の
は
、

「
預
金
」
が
集
ま
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

預
金
増
加
計
画
１
５
０

百
万
円
に
対
し
て
、
「
と

こ
と
ん
定
期
Ｓ
」
の
取
り

組
み
な
ど
に
よ
り
、
８
月

末
時
点
ま
で
は
１
０
０
．

６
％
の
達
成
で
し
た
が
、

８
月
以
降
、
預
金
の
流
失

が
止
ま
ら
ず
、
７
月
・
８

月
は
目
標
も
未
達
と
な
り

ま
し
た
。
預
金
は
、
融
資

の
た
め
の
必
要
な
資
金
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
年
末
預
金

運
動
と
合
わ
せ
て
、
様
々

な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参

加
な
ど
、
預
金
増
大
の
一

層
の
取
り
組
み
強
化
を
要

請
し
ま
す
。

２０２５年 １０月１０日 国鉄労働組合米子地方本部機関紙 第４号

こくろうよなご
第４号

つくろう職場に労働運動を！ ひろげよう闘いを 職場に、地域に、全国に！

厳
し
さ
を
増
す
金
融
業
界
の
中
で

預
金
は
是
非
と
も
労
働
金
庫
へ

１０月１２日告示、１９日
投開票の日程で施行される浜
田市議会議員選挙に４回目の
当選を目指して、組織内議員
である「小川稔宏」氏が立候
補されます。
「子供からお年寄りまで安

心して暮らせるまちをめざし
て」をスローガンに、①子供・
女性がいきいきできる社会へ
②人と人をつなぐ地域社会の
絆③安全・安心な暮らしの実
現④活力あるまちづくりの実
現を訴え闘ってきた選挙戦も、
あっという間に告示を迎える
こととなりました。
小川候補は、３期１２年間、

働くもの・生活者の視点で、
取り分け社会的に弱い立場に
置かれた方の目線での政策の
実現を目指して全力で駆け抜

けてこられました。
直近４年間でも、「ヤング

ケアラーのサポート体制につ
いて」「教育と教職員の魅力
化」「医療体制・福祉施設の
充実と介護事業者支援」「地
場産業の支援・公共交通の充
実・労働環境の改善」「カス
ターハラスメント対策と防止
条例」など議会にて取り上げ
ながら、困っている人を救済
する為、奮闘されてきました。
小川候補が挨拶でよく話を

される「国鉄分割・民営化」
攻撃で受けた差別や人権侵害
に対して、身を挺して闘って
こられたことが、小川候補の
闘いの原点であり、根拠でも
あると言われています。
職場の労働環境の改善は勿

論ですが、制度・政策要求の
前進なくして、安心して生活
を営める社会を築き上げるこ
とは出来ません。
現在、２２名の定員に対し

て１～２名オーバーの少数激
戦が予想されています。
残された期間、まさに組織

の総力を挙げ、小川候補を何
としても議会へと送り出そう
ではありませんか。

いよいよ決戦の時！！

１
０
月
１
日
、
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
て
「
中
国
労
働
金
庫
米
子
支
店
推
進
委
員
会
」
が
開

催
さ
れ
、
労
働
金
庫
を
取
り
巻
く
情
勢
や
労
働
金
庫
を

守
り
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

話
が
さ
れ
ま
し
た
。

「
ピ
ン
ポ
ン
パ
ン
ポ
ン
」

の
指
令
の
発
す
る
チ
ャ
イ

ム
に
、
「
ま
た
、
何
か
起

き
た
の
か
」
と
緊
張
が
走

り
、
列
車
へ
の
あ
た
り
が

少
な
そ
う
だ
と
「
ほ
っ
と

す
る
」
、
そ
ん
な
日
々
が

続
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

先
日
の
新
聞
で
も
、

「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
沿
線
で

の
倒
木
に
よ
る
列
車
遅
延

が
増
加
、
中
国
５
県
の
倒

木
に
よ
る
遅
延
・
運
休
の

発
生
件
数
は
５
年
間
で
倍

増
（
２
０
１
９
年
の
２
５

件
が
、
２
４
年
は
５
０
件

に
）
山
間
地
を
通
る
山
陰

の
路
線
で
も
発
生
」
「
伐

採
に
は
人
手
と
期
間
を
費

や
す
た
め
対
応
が
難
し
く
、

航
空
レ
ー
ダ
ー
を
使
っ
た

伐
採
個
所
の
選
定
や
大
型

重
機
に
よ
る
短
期
間
で
の

集
中
伐
採
を
導
入
し
、
解

消
に
繋
げ
る
」
な
ど
の
記

事
を
目
に
し
ま
し
た
。

伯
備
線
を
中
心
に
倒
木
・

倒
竹
、
あ
る
い
は
落
石
な

ど
に
よ
る
列
車
遅
延
が
増

え
て
い
る
と
の
実
感
は
あ

り
ま
し
た
が
、
倍
に
ま
で

増
え
て
い
る
と
は
、
驚
き

と
同
時
に
、
も
っ
と
早
く

に
打
ち
手
は
な
か
っ
た
も

の
か
と
会
社
の
対
応
の
遅

さ
に
も
驚
き
ま
し
た
。

大
雨
な
ど
災
害
級
の
天

候
不
順
も
多
く
な
る
な
ど
、

環
境
の
変
化
と
い
う
背
後

要
因
は
あ
り
な
が
ら
も
、

そ
れ
に
し
て
も
対
応
が
後

手
に
回
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
の
印
象
は
拭
え

ま
せ
ん
。

列
車
が
遅
れ
る
と
お
客

様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
に
な
り
、
対
応
す

る
社
員
は
ク
タ
ク
タ
に
な

り
ま
す
。
以
前
の
交
渉
で

は
、
「
異
常
時
を
見
越
し

た
要
員
配
置
は
し
て
い
な

い
」
と
会
社
は
言
っ
て
ま

し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
を

言
っ
て
い
る
場
合
で
す
か
。

ピ
ン
ポ
ン
が
鳴
る
と
ド
キ


